





The Policy-making Process of Stimulants Control Act of Japan 































































かなり弱いとされる。 1938年にはドイツでメタンフェタミン製剤が「ペルビチン」 (Pervitin) として
















タミン製剤を発売したのは、 1941年のおそらく 10月以降のことである 5)。「ヒロポンという名称は、ギ
リシャ語の Philo(好む） Ponos (仕事）よりつけられたものである」（大日本製薬六十年史編纂委員
会編 1957:128)。





発売から 3年後の 1941年6月12日にペルビチンは「帝国あへん法 (dasReichsopiumgesetz)」の規制の下に置かれた
(Ohler 2017:137)。これが日本とは異なり、覚せい剤中毒者の大量発生を抑止したとも考えられる。
4) 三浦自身は「是れ明治十九年頃の事なりき。当時余は医科二年の学生にして」と記している（三浦 1941:7)。しかし、
「帝国大学一覧J(明治 18年一明治19年）に掲載されている 1886(明治 19)年10月16日時点での帝大生全員の姓名
リストをみると、 144頁に医科大学の「第四年」として「三浦謹之助 福島」と記載がある (http://dl.ndl:go.jp/
info:ndljp/pid/813163 (2017年9月13日閲覧））。従って、 1886(明治19)年に三浦は4年生にほかならず、 2年生という
のは三浦の記憶違いであろう。












































1 参天堂製薬 M ホスピタン
2 タカラ製薬 M タカラピン
3 小野薬品工業 M ネオパンプロン
4 万和製薬 M メチパミン
5 日之出ケミカル M ヒノデドリン
6 東邦産業 M ネオパミン
7 日新化学工業 M スーパミン
8 小林薬学工業 M コバポン， 淀川製薬 M メチプロン
10 陳遠述（東西薬房） M フクゼドリン
11 日東薬品化学 M ネオヒロン
12 大日本製薬 M ヒロポン
13 上野製薬 M プロアミン
14 大正製薬 M メチルプロパミン
15 武田薬品工業 A ゼドリン
16 静岡カフエイン工業所 M ァロン





19 内外製薬 M プロバミン
20 岡野製薬 M オカプロン
21 白井松薬品工業 M メチプロン
22 塩野義製薬 A パーテン




































































術雑誌「経済評論」 1946年4月号から 7月号までと 1947年2月号、 3・4月号、 5・6月号の合計7号
の裏表紙には、武田薬品工業によるゼドリン錠の広告が掲載されている。表2に示したとおりゼドリ
ンはアンフェタミン製剤である。同誌 1946年5月号から 7月号までは「覚醒剤ゼドリン錠」と、





g) 幾島は 1950年1月30日から 1960年1月258まで大日本製薬副社長でもあった。東京支店長としては 1958年8月


































































































































4 散剤I 4万1651グラム 粉末の100倍希釈































回次 審議期日 審議委員会 議題名
1 ， 1950.12.7 参・厚生 覚醒剤の弊害防止に関する件
2 ， 1950.12.9 参・厚生 ヒロポンの製造販売に関する件
3 10 1951.2.15 参・厚生 覚醒剤に関する件
4 10 1951.2.22 参・厚生 同上
5 10 1951.2.22 参・文部 青少年のヒロポン中毒患者の問題に関する件
6 10 1951.5.23 参・厚生 覚せ、い、剤取締法案
7 10 1951.5.25 参・厚生 同上








表5 第 9 回•第 10 回国会の初回参議院厚生委員会における委員構成
第9回国会 第10回国会 会派 選挙区 備考
1 有馬英二 有馬英二 国民民主 北海道 理事；元医師
2 井上なつゑ 井上なつゑ＊＊ 緑風会 全国 理事；元看護師
3 大谷螢潤 大谷螢潤 自由 全国
4 河崎ナッ 河崎ナッ 社会 全国 委員長＊
5 小杉繁安 小杉繁安 自由 山形 理事
6 城 義臣 城 義臣 自由 熊本
7 常岡一郎 常岡一郎 緑風会 全国
8 堂森芳夫 堂森芳夫 社会 福井 元医師， 長島銀蔵 長島銀蔵 自由 全国
10 中山壽彦 中山壽彦＊＊ 自由 全国 元医師
11 深川タマヱ ---- 国民民主 東京11 ---- 谷口弥三郎＊＊ 国民民主 全国 元医師12 藤森員治 藤森慎治 緑風会 兵庫 元医師
13 藤原道子 藤原道子 社会 全国 元看護師
14 松原一彦 松原一彦＊＊ 第一クラブ 全国






















有馬英二 ゜井上なつゑ ゜河崎ナッ ゜小杉繁安 ゜谷口弥三郎












1951.2.15 1951.2.22 1951.5.23 
◎ ◎ ゜X X ゜A . ゜X ゜ ゜X X ◎ 
◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ 
゜ ◎ ゜X X ▲ 























有馬英二 13 2743 
河崎ナッ＊ 20 1795 
中山壽彦 14 1890 
藤森慎治 37 4074 
藤原道子 19 9151 























































































































































































































































1951 17,528 31.5 
1952 18,521 33.3 
1953 38,514 69.2 
1954 55,664 100 
1955 32,143 57.7 
1956 5,233 9.4 
1957 803 1.4 
































































「大日本製薬 100年史」編纂委員会編 (1998)「大日本製薬 100年史J大日本製薬株式会社。
大日本製薬労働組合編 (1988)「大日本製薬労働組合三十年史」大日本製薬労働組合。
武田二百年史編纂委員会絹 (1983) 「武田二百年史（資料編）J武田薬品工業株式会社。
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